
新たな科学的知見、評価技術、
対策・保全技術などを示す

リスクの評価・管理の体系を示
し安全確保社会の達成に貢献
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生体高次機能、
多世代・継世代へ
の影響を研究(PJ1)

① 屋内、地域、全球スケ
ールの化学動態を観測
とモデルで研究(PJ5)

⑤ 多種化学物質の網羅
的測定、解析、影響要
因推定法を研究(PJ2)

② 生態影響試験の充実
化・体系化と沿岸生態
系保全を研究(PJ4)

④ 環境かく乱要因と生
態影響の因果関係、
最適管理を研究(PJ3)

③

国内やアジアにおいて、
適地型水保全技術と
評価手法を研究(PJ7)

⑦

科学的成果から
行政への具体的
成果の展開と、社会
実装を目指す管理
体系を研究(PJ8)

⑧

大気質モデル、削減対
策、注意喚起、健康影
響・疫学を研究(PJ6)

⑥

新たな
対策・保

リスクの
し安全
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の包括的把握・網羅的分
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健康影響に関する
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地域の水環境保全に
向けた水質改善・評価
手法の開発プロジェクト

生体高高次機機能、
多世代代・継世世代へ
の影響響を研研究(PJ1)

① 屋内、地域、全球スケ
ールの化学動態を観測
とモデルで研究(PJ5)

⑤ 多種化学物質の網羅
的測定、解析、影響要
因推定法を研究(PJ2)

② 生態影響試験の充実
化・体系化と沿岸生態
系保全を研究(PJ4)

④ 環境かく乱要因と生
態影響の因果関係、
最適管理を研究(PJ3)

③

国内やアジアにおいて、
適地型水保全技術と
評価手法を研究(PJ7)

⑦

科学的成果から
行政への具体的
成果の展開と、社会
実装を目指す管理
体系を研究(PJ8)

⑧

大気質モデル、削減対
策、注意喚起、健康影
響・疫学を研究(PJ6)

⑥

リスク評価科学事業連携オフィス
・生態毒性標準拠点
・環境リスク評価事業拠点

リスク・健康C

循環C
計測C 生物C

研究プログラム　全体概要グラム 全体概要

1 研究プログラム Research Program on Health and Environmental Safety

　環境の諸問題の解決を目指す努力の中で、安全確保は低炭

素社会、循環型社会、自然共生型社会いずれを考える上でも

基礎として必ず担保すべき課題と位置づけられます。環境に

おける安全確保については、公害問題から微量汚染物質問題

へ、さらにリスク評価から地球規模問題に至るさまざまな課

題が提起されてきました。新たな本研究プログラムでは、化

学物質等の包括的なリスク評価・管理の推進と、大気・水・

土壌等の環境管理・改善のための対策技術の高度化及び評価・

解明に資することを目指して、生体高次機能、継世代影響な

どの健康・環境リスクの評価・管理手法、新たな生態影響評

価体系、迅速性と網羅性を高める化学分析と動態把握、

PM2.5などの大気汚染、地域水環境保全に関する体系的研究、

及びこれらに基づくリスク管理の体系化に関する研究につい

て、以下の 8 つの研究プロジェクトによって取り組みます。

①　化学物質曝露に起因する小児・将来世代の健康影響につ

いて、生体高次機能および多世代・継世代影響に着目した影

響機序の解明や新たな評価手法の開発。

②　環境中の多種多様な化学物質の網羅的な把握のため、環

境媒体の汚染や影響を迅速に検知するための測定法、解析手

法及び影響要因推定法の開発と、その現場適用の試行。

③　化学物質等の様々な環境かく乱要因による生態系への影

響の評価と、特に人為的環境かく乱要因に着目した効果的な

対策を講じる基礎とするための生態学的数理・統計モデルの

構築。

④　多種多様化する化学物質に適応する新たな管理手法とし

ての生態影響試験法の充実と、実環境中での実態把握と評価

の実効性の確認、及びそれらを包括した効率的な生態影響の

評価体系の確立。

⑤　健康・環境リスクの評価や管理に求められるさまざまな

スケールにおける、化学物質の未解明な動態の解明と、多媒

体環境における化学物質動態の適確な把握・予測手法の構築。

⑥　大気質モデルの性能向上と疫学的知見の収集を中心とし

た研究、及び、大気汚染物質の排出削減対策の方向性の提示と、

健康影響の解明、注意喚起情報の発信。

⑦　地域特性に応じた水質保全・管理技術の開発と水域の炭

素・窒素の代謝特性、微生物学的特性などの多様な指標に基

づく健全性評価と、排水インベントリ等に基づく技術評価。

⑧　上記の各課題の科学的成果を受けた、リスク評価科学事

業連携オフィス等を通じた行政への具体的成果の展開を目指

した実践的な技術開発と、社会実装を目指した管理体系の基

礎を構築。

　本プログラム研究の成果により、持続可能な開発に関す

る世界サミット目標（WSSD2020年目標）と大気汚染対策、

健全な水循環の達成に貢献し、さらに 2020 年以降の持続

可能な安全確保社会に向けた包括的な化学物質管理と大

気・水環境管理を通じた安全確保社会達成への貢献を目指

します。

安全確保研究プログラム

安全確保社会実現のためのリスク科学の体系的構築研究プログラム
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左：タイにおける適地型排水処理技術
の性能実証（PJ7）

左：化学物質曝露に起因する小児・将
来世代の健康影響評価：生体高次機能
および多世代・継世代に与える影響メ
カニズムの解明と評価体系を構築しま
す。（PJ1）

左：全球スケールから室内スケールま
で様々なスケールや媒体を対象に、環
境中での化学物質の動態を把握し、化
学物質の未解明な動態を明らかにしま
す。（PJ5）

中国

生態系・群集モデル因果構造

生物群集

他の要因１

環境かく乱要因

他の要因２

右：大気試料の多次元ガスクロマトグ
ラフ - 高分解能飛行時間型質量分析計

（TD-GCxGC-HRTofMS）で測定し
た三次元トータルイオンクロマトグラ
ム（3D-TIC）とソフトウェアによる
成分抽出の例（PJ2）

左：環境かく乱要因と生物群集の因果
構造の推定と生態系・群集モデルによ
り、生態リスク評価と管理の高度化に
資する研究を実施します。（PJ3）

右：化学物質等による生態影響を、分
子レベルと野外調査の両方からのアプ
ローチによって効率的に評価・管理し
ます。（PJ4）

右：大気汚染予測システム（Venus）
http://envgis6.nies.go.jp/osenyosoku/

によるPM2.5質量濃度分布。暖色系が、
濃度が高いことを示します。（PJ6）

右：さまざまな分野の専門家により管
理のあり方を議論して検討します。

（PJ8）

in silico・in vitro・in vivo 試験

化学物質 分子 細胞 生体組織 個体 個体群

推　定

検　証

野外調査

東京湾 福島県沿岸
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　近年、アレルギー疾患や生活習慣病、精神神経発達障害の

患者数が増加しており、環境中の化学物質による影響が懸念

されています。本プロジェクトでは、化学物質が小児・将来

世代に与える健康影響の包括的評価とメカニズムの解明、新

たな評価手法の開発を目的とし、動物モデルや細胞を用いて、

生体高次機能（免疫系、代謝・内分泌系、脳神経系等）に与

える影響と生殖細胞を介する多世代・継世代影響に関する以

下の研究に取り組んでいます。１．実環境での曝露を勘案し

た胎児期から小児期における化学物質の低用量曝露が、アレ

ルギー疾患や生活習慣病に与える影響評価および生体システ

ムの相互作用や化学物質の体内動態等の解析から影響メカニ

ズムの解明を目指します。２．動物モデルを用いて化学物質

曝露が脳の発達に及ぼす影響の評価法を開発します。また、

化学物質の体内動態と精神神経発達障害発症との因果モデル

や、細胞を使った代替法の構築を目指します。３．生殖細胞

のゲノム機能解析法を構築し、生殖細胞のエピジェネティッ

ク変化等に着目した化学物質曝露による多世代・継世代影響

とそのメカニズムの解明を目指します。以上により、健康リ

スク評価に資する知見と評価体系を提案し、小児・将来世代

の健康保全につながる化学物質管理に貢献します。

化学物質の小児・将来世代に与える健康影響評価研究プロジェクト

PJ1: プロジェクト 1

生態学モデルに基づく生態リスク評価・管理に関する研究

PJ3: プロジェクト 3

　化学物質等の環境かく乱要因による生態リスクを評価する

ためには、環境かく乱要因と生物群集構成の関係を把握する

必要があります。しかし、通常モニタリングデータからは、環

境かく乱要因と生物群集構成の相関関係しか知ることができ

ません。相関関係から選定された対策を講じたとしても生態

系が十分に保全されるとは限りません。本プロジェクトでは、

有効な対策を選定するために、野外調査等により環境かく乱

要因と生物群集構成間の因果関係の推定を行います。また、

環境かく乱要因による影響を直接受けない種への波及効果を

考慮に入れるために、生態系モデルを構築して環境かく乱要

因に対する生態系の反応を予測します。種多様性が維持され

るメカニズムを理解することにより、環境かく乱要因による

生態系の影響を予測する群集モデルを構築します。生態系・

群集モデルにより対策効果の予測や生態系保全のために重要

となる種の絞り込みが可能になります。環境かく乱要因と生

物群集構成の因果関係における不確実性を考慮した最適な管

理施策を選定する数理モデルを開発します。これらによって、

環境かく乱要因による生態リスクの的確な評価と管理に結び

つけます。生態リスクとしての扱いが不十分である陸上生態

系の将来のリスク管理に向けた方法論を構築します。

11. 化学物質の免疫・代謝疾患に与える影響とメカニズムの解明 

低用量曝露影響の検出とメカニズムの解明

代謝・
内分泌

神経

免疫

化学物質

生体システムの
相互作用

臓器間・細胞間
クロストーク

体内動態

小児・将来世代の健康リスク評価に資する評価体系の構築

3. . 化学物質の多世代・継世代影響とメカニズムの解析

親世代 孫世代孫世代子世代子世代

精子精子 卵
生殖生殖
細胞細胞

化学物質等への曝露

生殖細胞のゲノム変化等を介した
将来世代の健康影響

2. . 発達期の脳への化学物質曝露影響評価手法の開発

Water
bottle

Shelter

Operant
chamber 

動物モデル 細胞・胚モデル細胞・胚モデル

全自動行動解析装置
刷り込み
行動評価装置

げっ歯類 鳥類

神経細胞 鳥類胚

サブ１: 環境かく乱要因と生物群集の因果関係の推定と最適管理

サブ２ : 環境かく乱要因に対する生態系影響の予測

・生物群集構成を把握

・生態系モデル

環境かく乱要因による生態系の反応
を予測

因果関係の不確実性を考慮した管理施策の選定手法を開発

・群集モデル

種多様性維持機構を解明

・環境かく乱と生物群集間の因果関係を推定

・生態系全体の対策効果を予測
・重要種の絞り込み

波及効果

かく乱
メタ群集

局所群集

個体数 J, 死亡率 d

移住率
m

かく乱種多様性中立性

種間競争環境分散



1. 化学物質の免疫・代謝疾患に与える影響とメカニズムの解明 

低用量曝露影響の検出とメカニズムの解明

化学物質

3. 化学物質の多世代・継世代影響とメカニズムの解析

親世代 孫世代子世代

精子 卵
生殖
細胞

化学物質等への曝露

生殖細胞のゲノム変化等を介した
将来世代の健康影響

2. 発達期の脳への化学物質曝露影響評価手法の開発

細胞・胚モデル

生態影響の包括的・効率的評価体系構築プロジェクト

PJ4: プロジェクト 4

　新規化学物質の製造・輸入は増加する一方であり、これに

伴い環境中へ排出される化学物質の種類も増加していると考

えられます。このような状況の中で環境中の化学物質を管理

するためには、多種・新規化学物質を包括的かつ網羅的に把

握することが必要であり、そのための手法の開発が求められ

ています。この課題に対し本プロジェクトでは、多種類の化

学物質のうち、ヒト健康や生態系に影響を与える物質を中心

として、まず（１）影響の知られている既知の物質を迅速に、

かつ可能な限り一斉に分析するための測定法を作成します。

これに加えて（２）環境中に存在する化学物質を未同定の物

質も含めて網羅的に検出する測定法を作成します。さらに、

（３）化学物質を個別に測定するのではなく、測定対象とす

る水や大気が示す影響や毒性を測定するためのバイオアッセ

イ（生物を用いた試験系）手法を整理し、環境試料に適用可

能なものを選別するとともに、そのラインナップを検討しま

す。上記の手法と成果を統合し、（４）環境中の汚染物質や

影響要因物質を計算科学的に推定する手法の開発を目指しま

す。また本プロジェクトで開発する測定法は、地方環境研究

所等と協力し、様々な環境での実試料に対する適用を検証し、

将来的な環境監視ネットワークへの展開を目指します。

PJ2: プロジェクト 2
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　　　　　　　　　　　　　　多種・新規化学物質曝露の

包括的把握・網羅的分析手法の開発と環境監視ネットワークへの展開

　進化する化学物質の管理体制に適応するため、in silico（イ

ンシリコ：QSAR などの計算機による解析）、in vitro（イ

ンビトロ：試験管内での細胞試験等）、in vivo（インビボ：

実際の生物を用いた試験）の新規・既存生態影響試験の充実

を行っています。その際には、ＡＯＰ（Adverse Outcome 

Pathways）やＩＡＴＡ（Integrated Approach to 

Testing and Assessment）などを視野に入れて、MoA（作

用機構）に立脚した TG（テストガイドライン）の開発を行

うとともに、WET（Whole Effluent Toxicity）などを利

用して化学物質の複合影響や実環境での生態影響をも考慮し

た、包括的かつ効率的な生態影響の評価・管理ツールの体系

構築を目指しています。また、東京湾や福島県沿岸など人為

環境負荷が懸念される沿岸生態系での化学物質以外も含めた

環境因子と個体群および群集レベルでの生物相変化との関連

性を、野外調査・実験・数値モデル解析等により究明してい

ます。さらに沿岸生態系の改善および回復に向けた分野横断

的な対応策を提案します。最終的に化学物質の生態リスク

評価・管理の新たな体系を利用した新たな化学物質の管理

の手法を利用しつつ沿岸生態系の改善・回復策の提示も行

います。

in vitro

in vivo

in silico

既知物質は

迅速に・一斉に測定
する系をつくる

未知物質ピークとして
未知物質も網羅的に

検出する

環境中で
測定すべき化学物質の

優先順位をつける

「化学物質の
網羅的な把握」を、

「影響ベース」で捉える

地方環境研究所
との共同で展開

ハザード物質の影響別
一斉分析法の開発

環境媒体中化学物質の

ノンターゲット分析手法
の開発

影響要因物質
探索手法の開発

迅速 in vitro バイオアッセイによる環境・
生体の異常検出法の整備

影響の把握

多成分
一斉分析

計算科学的
解析

手法開発

環境監視ネット
ワークへの展開

ノン
ターゲット

分析

環境中の多種多様な化学物質の網羅的な把握のため、環境媒体
の汚染や影響を迅速に検知するための測定法、解析手法及び影
響要因推定法の開発を行うとともに、その現場適用を試行する。

化学物質評価のための生態
影響試験の充実化と体系化

In silico 解析 

In vitro 試験 

In vivo 試験

分⼦

沿岸生態系保全のための
評価体系及び対策

細胞

器官

⽣物個体

個体群

環境因子

水温 貧酸素 硫化水素
被捕食 棲息場

群集

⽣態系

個体群

化学物質の複合影響評価
化学物質の
複合・実環
境試料の影
響評価によ
り入口と出
口を繋げる

環境試料の直接影響評価

包括的・効率的な生態影響評価・管理体系

化学物質

Field
sample

化学物質の複合的影響と実
環境試料の生態影響の評価

生物相変化



5 研究プログラム Research Program on Health and Environmental Safety

　多数の化学物質に対して、その特性に応じた効果的で効率

的な管理方法が求められています。着目すべき時空間スケー

ルや媒体は、環境中動態に影響を及ぼす物質特性や健康・環

境に対する影響に応じて決まります。本プロジェクトでは、

リスク評価や管理に求められるさまざまな時空間スケールや

媒体において、高精度分析等によって未解明な動態を明らか

にします。また、環境実態を適確に把握・予測するためのモ

デル構築を進めます。それらを通じて、国際条約の有効性評

価への貢献など新たなリスク管理手法の提言に繋げる知見を

集積することを目的としています。具体的には、（１）定量

と同位体分析による大気および水圏中の水銀やその他有害金

属の実態把握、発生源識別指標の開発、そして生物移行動態

の解明、（２）水銀や POPs 等の全球スケールにおける汚染

と生物への影響が懸念される化学物質の全球モデルの構築と

動態研究、（３）地域スケールにおける農薬等化学物質群全

体の排出量および環境中濃度の時空間変動を予測する手法の

構築とそれらのリスク管理に資する研究、（４）曝露に直結

する屋内スケールにおける製品からの化学物質の排出動態に

ついて、未解明過程を含めた動態の把握と予測手法の構築、

という４つのサブテーマを進めます。

マルチスケール化学動態研究プロジェクト

PJ5: プロジェクト 5

地域の水環境保全に向けた水質改善・評価手法の開発プロジェクト

PJ7: プロジェクト 7

　開発途上国や国内の地方都市では、経済的な制約等から水

環境保全技術の導入が遅れており、水質汚濁や感染症のリス

クの増大、水域における富栄養化や底質悪化等の環境問題が

顕著化しています。また、排水処理に伴う多大な電力消費や

排水の不適切処理の結果生じる水域からの温室効果ガスの発

生など解決すべき問題が多いのが現状です。水環境管理の観

点から、排水処理技術の導入等による有機物や栄養塩の濃度

に基づく量的規制が行われてきましたが、必ずしも放流先の

水域での分解特性、水利用特性等を管理に反映できていませ

んでした。社会経済的な制限下で、実効的な水質改善・管理

を行うためには、適地型技術の開発と、処理水及び水域の複

合的評価手法の開発・適用による保全・管理技術の評価と最

適化を総合的に推し進めていく必要があります。本プロジェ

クトは、複数の水環境保全技術の開発に主眼を置いたサブ

テーマ１と地域や水域の特性を包含した評価手法を開発し、

保全・管理技術の評価に反映するサブテーマ２から構成され

ます。サブテーマ１の適地型水環境保全技術の開発、サブテー

マ 2 の水環境及びその保全技術の評価手法開発とそれらの

統合化により、地域・水域の特性や社会経済環境等に応じた

水質改善技術や水域の管理手法を提案していきます。

水環境
(河川, 湖沼, 底質)

生活・産業排水 ,
及び処理水の水域排出

サブ1適地型水環境保全技術の開発

2-1 水質保全技術の水域への影響評価

手法の開発

排水・処理水, 流入域等での有機物, 窒

素の代謝特性, 衛生指標細菌等複数の

指標に基づく保全技術・水域の複合評

価手法の開発

2-2 水質保全技術システムの評価

排水インベントリ等に基づく汚濁負荷等

の解析による社会適合性, リスク評価, 
技術選定(統合PGと連携)

都市

産業

水質保全技術の開発と性能実証

1)適地型都市排水処理技術の実証

(資源循環PGと連携)
2)底質の原位置改善技術の開発

3)高環境リスク産業排水のコベネ型

処理技術の開発

水試料評価

現地の研究機関, 
行政機関との連携

地域特性や水域の健全性に応じた管理・保全手法の提案

サブ2 多様な指標に基づく水環境及び
その保全技術の評価手法の開発

統合化

適切な技術・管理手法の導入

保全技術

民間企業との連携

国内,
アジア地域
途上国

目標
性能

[ 除去率 ]

使用量分布

の把握

排出率

の把握

多媒体モデル

G-CIEMS改良

環境データ

セット作成

環境中

濃度予測
実測データ比較

排出推定手法排出推定手法

環境動態モデル環境動態モデル

排出過程

模擬実験・実測

物性推算

過程モデル

植生

海洋

堆積物

季節雪氷面

大気（対流圏）

生物表層土壌

深層土壌

氷圏

移流，拡散，乾性・湿性沈着，浸透，
分解，相分配，生物濃縮を計算

(1)移行動態解明等 (2)全球モデル構築等 

(3)排出＆動態予測等 (4)製品からの排出解明等

水
環
境

陸域から
大気大気

CH3Hg+

CH3Hg+

Hg2+

Hg2+

Hg0

(CH3)2HgHg

Hg2+ Hg粒子

HgHg0

0
g+g

Hgggg

大気ー水環境における水銀循環

CH3Hggg (CH((((CH

水環境における水銀循銀水 における水銀環境における環境における水銀循



　経済発展の著しい東アジアでは、エネルギー使用が増加し

大気汚染物質の排出量が増加しています。日本国内でも微小

粒子状物質（PM2.5）の高濃度事例が観測されており、健

康への影響が懸念されています。中央環境審議会などでは、

PM2.5 に関して、国内発生源および越境汚染の寄与割合の

解明、発生源に対する対策の策定、化学組成に着目した疫学

研究、リスクの高い集団（高感受性集団）を対象とした疫学

研究を重要課題として挙げています。このような背景のもと、

このプロジェクトでは「PM2.5 など大気汚染の実態解明と

毒性・健康影響に関する研究」をテーマとして、大気汚染の

発生源や原因物質の排出に係る削減対策の方向性の提示、粒

子状物質がもたらす健康影響の国内知見の創出、注意喚起情

報の発信手法の構築を行います。これらの目標を達成するた

め、排出インベントリの整備や大気化学プロセスの室内実験

による理解を進め、大気観測データを用いて検証し、大気質

モデルの精緻化や性能向上を図ります。また、粒子状物質に

含まれる化合物の細胞毒性試験を行い、毒性物質の絞り込み

を行います。並行して、死亡や循環器疾患患者情報などの医

療データと大気観測データを収集し、疫学的検討を加え、健

康影響に関する国内知見の創出を行います。

リスクへの評価・管理の体系構築研究プロジェクト

PJ6: プロジェクト 6ェクト 6

　化学物質等の人及び生態系へのリスクの評価と管理は、自

然科学的な知見に基づくリスク評価や対策技術だけで完結す

るものではなく、社会における管理のあり方として、社会科

学的知見や市民社会の関心などを考慮した体系として考える

必要があります。本プロジェクトでは、プロジェクト 1 か

ら 7 で取り組む主に自然科学的研究の成果に基づいて、こ

れらを、社会における管理のあり方として示すための研究を

実施します。具体的には、例えば新たに科学的知見が得られ

た健康影響のリスク評価と管理をどのように、合意可能な形

で実施するか、包括的な生態影響の把握が可能となったとし

て、さまざまな異なる生態系への価値観を乗り越えてどのよ

うに実際の管理に結びつけるか、また沿岸域、大気汚染、水

環境など多様な場における科学的知見をそれぞれどのように

体系的管理に結びつけるか、さらに新規・多種物質の網羅的・

包括的監視が可能となった場合を前提とした新たな管理体系

に関する研究など、各プロジェクト研究の成果を下に例を選

んで研究を行います。これにより、各研究プロジェクトの成

果を純粋な自然科学的また学術的成果の提示にとどまらず、

より具体的な社会における管理のあり方として体系化した形

で発信することを目指します。

PJ8: プロジェクト 8プロ

6研究プログラムResearch Program on Health and Environmental Safety

　　　　　　　　　　　　　　PM2.5 など大気汚染の

実態解明と毒性・健康影響に関する研究プロジェクト

　

 排出削減の方向性の提示

 濃度予測に基づく注意喚起

 健康影響の国内知見の創出

九州・沖縄

つくば北京

室内実験

大気質モデル

排出インベントリ

疫学研究

AMI risk

大気観測 毒性評価

PJ1

PJ2

PJ7

・新たな健康影響の知見
・より包括的な生態影響の把握
・予測技術の高度化
・網羅的監視技術の確立
・大気汚染と健康影響、その対策
・水質対策技術の開発

プロジェクト1～7の科学的成果

・悪影響に対する市民の認識
・科学的知見の不確実性、不明性
・対策の実行可能性

安全・安心への社会的関心と懸念

・社会におけるリスク管理方策のあ
り方

・不完全な情報化でのリスク管理
・安全・安心への実用技術
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リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可
本冊子は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判断の基準にしたがい、印刷用の
紙へのリサイクルに適した材料［Ａランク］のみを用いて作製しています。

安全確保研究プログラムに参加している研究センター

環境汚染物質等の環境要因による環境リスクから人の健康と生態系の保全と安全確保に貢献

環境汚染物質等の環境要因による環境リスクから人の健康と生態系の保全、安全確保および未然防止に貢献すること

を目指して、環境リスク研究分野と環境健康研究分野が共同で調査・研究を進めています。また、「子どもの健康と環

境に関する全国調査 ( エコチル調査 )」について、調査の中心機関として総括的な管理・ 運営を行うエコチル調査コ

アセンターを担っています。

環境リスク・健康研究センター　http://www.nies.go.jp/risk_health/index.html

国内やアジアにおける地域環境問題の解決に貢献

国を越境するスケールから都市スケールまでの多様な空間を対象として、人間活動による環境負荷の発生と、大気・水・

土壌などの環境媒体を通した人・生態系への影響等に関する環境問題の解明と対策に関する研究を行っています。また、

それらの総合化によって、地域環境問題の総合的かつ実効的な解決策を見出し、 適用・展開して行くための調査・研

究を実施する。以上により、国内及びアジアを中心とする新興国における地域環境問題の解決に貢献します。

地域環境研究センター　http://www.nies.go.jp/chiiki/index.html

環境計測技術等の革新的進展、計測データの信頼性の保証や管理の充実に貢献

環境の状態や変化を把握・監視するための手法や環境ストレスに対する生体影響を評価するための手法、新たな環境

悪化の懸念要因の発見に資するための計測技術などの開発・高度化に関する調査・研究を推進しています。さらに、

計測データの信頼性の保証や管理の充実、環境試料の保存・活用のための技術開発に関する研究を推進しています。

環境計測研究センター　http://www.nies.go.jp/analysis/index.html

生物多様性の保全と、生態系サービスの持続可能な利用の実現に貢献

生物・生態系環境研究センターは、地球上の多様な生物からなる生態系の構造と機能及び構造と機能の間の関係、人

間が生態系から受ける恩恵、並びに人間活動が生物多様性・生態系に及ぼす影響の解明に関する調査・研究を様々な

空間及び時間スケールで実施します。以上により、生物多様性・生態系の保全を行い、生態系サービスを将来にわた

り享受できる自然共生社会の実現に貢献します。

生物・生態系環境研究センター　http://www.nies.go.jp/biology/index.html

資源の循環的・効率的な利用と、廃棄物等の環境負荷の低減に貢献

社会経済活動に伴う資源利用と付随する環境負荷に関する地域から国際的スケールでの実態把握とメカニズムの解明

を行い、持続可能な循環型社会の評価手法と転換方策を提案します。また、国内外における廃棄物及び循環資源を適

正な処理・処分・再生利用技術を開発・評価し、資源循環と物質管理に必要な各種基盤技術の開発および評価を行います。

以上により、資源の循環的・効率的な利用と、廃棄物等の環境負荷の低減に貢献します。

資源循環・廃棄物研究センター　http://www-cycle.nies.go.jp/index.html

福島支部 と 社会環境システム研究センター からも参加しています。
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